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岩田 喜美枝
1947年  生まれ

1971年  労働省（現 厚生労働省）入省

2001年  厚生労働省雇用均等・児童家庭局長

2004年  株式会社資生堂取締役執行役員

2008年  同社代表取締役執行役員副社長

2012年  キリンホールディングス株式会社社外監査役

 株式会社資生堂取締役

 日本航空株式会社社外取締役

2015年  東京都監査委員

2016年  キリンホールディングス株式会社社外取締役

2018年  住友商事株式会社社外取締役

2019年 株式会社りそなホールディングス社外取締役（現任）

 当社社外取締役（現任）

味の素株式会社
取締役（社外取締役）

取締役会議長
指名委員
報酬委員

登壇者ご紹介
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登壇者ご紹介
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中山 讓治

味の素株式会社
取締役（社外取締役）
指名委員会委員長

報酬委員
監査委員

1950年 生まれ

1979年 サントリー株式会社入社

2000年 同社取締役

2002年 第一サントリーファーマ株式会社取締役社長

2003年 第一製薬株式会社取締役

2010年 第一三共株式会社代表取締役社長兼CEO

2017年 同社代表取締役会長兼CEO

2019年 同社代表取締役会長

2020年 同社常勤顧問

2021年 当社社外取締役（現任）



登壇者ご紹介
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引頭 麻実

味の素株式会社
取締役（社外取締役）
監査委員会委員長

指名委員

1962年 生まれ

1985年 大和證券株式会社入社

1989年 株式会社大和総研転籍

2004年 大和証券SMBC株式会社転籍

2006年 大和インベスター・リレーションズ株式会社社外取締役

2007年 株式会社大和総研転籍

2016年 同社専務理事

証券取引等監視委員会委員

2020年 当社社外監査役

          東京ガス株式会社社外取締役

2021年 フジテック株式会社社外取締役

当社社外取締役（現任）

2023年 三井不動産株式会社社外取締役（現任）



登壇者ご紹介
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デイヴィス・スコット

味の素株式会社
取締役（社外取締役）
報酬委員会委員長

指名委員

1960年 生まれ

2001年 麗澤大学国際経済学部国際経営学科教授

2004年 株式会社イトーヨーカ堂社外取締役

2005年 株式会社セブン&アイ・ホールディングス社外取締役

2006年 株式会社ニッセン社外監査役

立教大学経営学部国際経営学科教授（現任）

2011年 株式会社ブリヂストン社外取締役（現任）

2014年 SOMPOホールディングス株式会社社外取締役（現任）

2021年 当社サステナビリティ諮問会議 議長

2023年 当社社外取締役 （現任）



新「7つの重要な経営事項」

6

ありたい姿
の定義

将来外部環境分析と長期のありたい姿
将来外部環境要因のリサーチ
と シナリオプランニング

長期のありたい姿

中長期での
成長実現

と
将来価値
創造

ポートフォリオと

資源配分および無形資産
財務・資本政策

新陳代謝を促すPF戦略(事業・

地域・機能）と資源再配分

競争優位の源泉となる人財戦略
や 技術・知財戦略など

サステナビリティ 中長期サステナビリティ戦略

ステークホルダー・
エンゲージメント

企業活動
基盤構築

ガバナンス

枠組み 新「7つの重要な経営事項」

組織の実行力
(スピードup&スケールup)

経営テーマ例

企業文化変革

最適資本構成

4R(IR-PR・ER-SusR)戦略

コーポレートブランド価値向上

など

IT戦略・DX戦略

成長への型化・しくみ化

Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.

コーポレート・ガバナンス体制

取締役会の実効性向上

キャッシュコンバージョン

キャッシュアロケーション

最適な株主構成と株主還元

など

など

など

など



4-6月 7-9月 10-12月 1-3月枠組み 重要な経営事項

将来外部環境分
析・シナリオプラ
ンニング

経営インテリジェ
ンス

Post2030を見据
えたありたい姿

ありたい姿の
定義

将来外部環境分析と
長期のありたい姿

Forge社買収後進
捗報告、味の素ア
ルテア社レビュー

イノベーション・
M&A

ポートフォリオと
資源配分

株主状況報告 株主状況報告 財務・資本戦略

サステナビリティ
委員会報告、マテ
リアリティに関わ
るリスクと機会

中長期サステナビ
リティ戦略

DX戦略 2030ロードマッ
プ中間フォロー
アップ報告

AGES2025報告 ロードマップ
レビュー

ASVレポートレ
ビューと方針

中長期での
成長実現と
将来価値創造

ポートフォリオと資源
配分および無形資産

財務・資本政策

サステナビリティ

組織の実行力
(スピードup&スケー
ルup)

ステークホルダー・
エンゲージメント

取締役会実効性
評価
年間議題計画

経営リスク 監査報告 AGP改定
GCC設置
内部監査・内部
統制

企業活動
基盤構築

ガバナンス

取締役会 年間議題の一部
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「ガバナンス」を冒頭に配置
コンプライアンス重視の姿勢・基盤を明確化

改定後のAGP基本原則 構成（2026年4月1日施行）

味の素グループポリシー（AGP）基本原則の改定

ガバナンスと信頼の基盤
 1. 適切なガバナンスの構築と運用

内部の持続性と個人行動の規律
11.会社資産・情報の保護・管理
12.公私のけじめ

ステークホルダーへの責任
 5.  顧客：安全で高品質な商品・サービスの提供
 6.  取引先：公正で透明な取引
 7. 投資家・株主：信頼と責任
 8.  地域社会：コミュニティとともに
 9.  政治・行政：透明性ある関係
10. 従業員：人財育成と安全確保

企業の社会的使命と価値提供
 2. 人権の取り組み
 3.  健康と栄養の取り組み
 4.  地球環境とサステナビリティ(持続可能性)への貢献

主な改定ポイント

「健康・栄養」「地球環境とサステナビリ
ティ」の内容強化

各ステークホルダー（顧客、取引先、投資
家・株主、地域社会、政治・行政、従業員）
に対し、負うべき責任を整理

ASV経営にコンプライアンス強化は不可欠。外部環境変化を踏まえ、味の素グループの
一人ひとりが順守すべき考え方と行動のあり方を示すAGPをアップデート。

8
Copyright © 2026 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved.



事業のさらなるグローバル化と各国におけるコンプライアンス要求の高度化を背景に、
従来の企業行動委員会を進化させ、グループ・コンプライアンス委員会（GCC）を設立。

グループ・コンプライアンス体制の強化

経営会議

グループ・コンプライアンス委員会（GCC）

体制図

地域 …

●グローバルの体制整備、戦略立案・推進
●AGP統括管理、浸透推進
●グループホットライン運営
●コンプライアンス事案の対処 等

GCC（含下部組織）の役割・責任

地域コンプライアンス委員会

地域 地域 地域

報告指揮

報告指揮
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IR・SR対話でいただいた主なご意見

・株主価値との連動性の向上と、それに関わる指標の重視

・インセンティブ効果の向上

・当社の位置付けに見合った、魅力ある報酬水準への進化

当社役員（受給者）のインタビューで挙げられた課題と期待

・企業価値向上に資する報酬制度

・当社戦略（ASV経営）に沿った、中長期的な経営判断や

企業変革、より高い目標達成への挑戦を促す制度設計

役員報酬に対する社内外からの声
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基本的な考え方

・当社の企業価値に見合ったより魅力ある報酬水準とする

・株主価値との連動性を向上させる報酬設計とする

・挑戦へのインセンティブ効果を高める報酬設計とする

見直しの方向性

・企業価値の中長期的な拡大につながる報酬であること

・市場と比較し十分な競争力がある報酬水準であること

・説明可能な内容であり、透明なプロセスで決定されること

役員報酬の基本的な考え方と見直しの方向性
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・MTIの構成比向上

・MTI評価指標のうち、TSRのウエイトを向上

・財務・非財務の全指標において算定式を統一

・海外居住役員および海外籍役員への株式支給を開始

中期業績連動型株式報酬（MTI）

挑戦へのインセンティブ効果、株主価値との連動性向上

12

短期業績連動報酬（STI）

・算定式を変更し、卓越した成果に報いる設計に見直し

新制度における変更の考え方
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